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政
府
は
４
月
２６

日
、
最
近
の
原
油

や
物
価
の
高
騰
を

受
け
、
地
方
公
共

団
体
へ
の
支
援
を

含
め
た
事
業
規
模

１３
・
２
兆
円
程
度

の
総
合
緊
急
対
策

を
取
り
ま
と
め
た
。

生
活
困
窮
者
ら

の
支
援
策
と
し
て
①
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

塩田東北議長会会長
（郡山市）

高岩北信越議長会会長
（金沢市）

東

北

東

北

全
国
の
９
地
方
市
議
会
議
長
会
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。
会
長
は
じ
め
役
員
を
改
選
し
、各
支
部・都
府
県
議
長
会
提
出
議
案
を
決
定
。

決
定
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
各
３
件
が
部
会
提
出
議
案
と
し
て
本
会
第
98
回
定
期
総
会

へ
上
程
さ
れ
る
。
本
紙
で
は
、次
号
に
わ
た
っ
て
新
会
長・総
会
提
出
議
案
を
掲
載
す
る
。

東
北
市
議
会
議
長
会
は
４

月
２１
日
付
で
第
74
回
総
会
を

書
面
開
催
、
新
会
長
に
塩
田

義
智
郡
山
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
。

【
総
会
提
出
議
案
】

①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
･
復
興
（
宮
城
県
）
②
原

子
力
発
電
所
事
故
災
害
（
福

島
県
）
③
道
路
交
通
網
の
整

備
促
進
（
青
森
県
）

〔
予
備
議
案
〕地
方
自
治
体
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
（
山
形
県
）

北
信
越

北
信
越

北
信
越
市
議
会
議
長
会
は

４
月
２１
日
、
金
沢
市
で
第
97

回
総
会
を
開
催
、
新
会
長
に

高
岩
勝
人
金
沢
市
議
会
議
長

を
選
任
し
た
。

【
総
会
提
出
議
案
】

①
北
陸
新
幹
線
の
整
備
促
進

（
福
井
県
）
②
出
産
育
児
一

時
金
の
増
額
（
長
野
県
）
③

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
の

早
期
解
決
（
新
潟
県
）

〔
予
備
議
案
〕高
規
格
道
路
を

含
む
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
促
進
（
富
山
県
）

近

畿

近

畿

近
畿
市
議
会
議
長
会
は
４

月
１4
日
、
大
阪
市
で
第
87
回

総
会
を
開
催
、
新
会
長
に
鳥

山
健
大
阪
狭
山
市
議
会
議
長

近畿議長会総会の模様
（写真提供＝大阪狭山市）

北信越議長会総会の模様
（写真提供＝金沢市）

を
選
任
し
た
。

【
総
会
提
出
議
案
】

①
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

人
材
確
保
施
策
の
充
実
②
安

全
か
つ
円
滑
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
③
保
育
施
設

等
の
園
外
活
動
時
の
安
全
確

地
方
議
長
会 

定
期
総
会
開
催

新
会
長
・
議
案
を
決
定

新
会
長
・
議
案
を
決
定

	 開催日	 開催市
北海道	 4月27日	 富良野市
東　北	 4月21日	 郡 山 市（書面）
北信越	 4月21日	 金 沢 市
関　東	 4月27日	 柏 市
東　海	 4月27日	 浜 松 市（書面）
近　畿	 4月14日	 大阪狭山市
中　国	 4月26日	 米 子 市
四　国	 5月11日	 徳 島 市
九　州	 4月27日	 那 覇 市（書面）

地 方 議 長 会 総 会地 方 議 長 会 総 会

鳥山近畿議長会会長
（大阪狭山市）

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
創
設
②
原
油
高
騰
対

策
に
係
る
地
方
交
付
税
措
置

―
を
盛
り
込
ん
だ
。

①
で
、
▽
生
活
困
窮
者
▽

給
食
費
等
の
負
担
が
あ
る
子

育
て
世
帯
▽
農
林
水
産
業

▽
運
輸
・
交
通
分
野
の
中
小

企
業
―
な
ど
に
対
す
る
地
方

団
体
の
支
援
を
後
押
し
す
る
。

②
で
、
灯
油
購
入
助
成
な
ど

生
活
困
窮
者
ら
に
対
策
を
取

る
地
方
団
体
を
支
援
す
る
。

「原油・物価高騰対応」創設 
 新型コロナ臨時交付金

保
（
い
ず
れ
も
滋
賀
県
）

〔
予
備
議
案
〕
犯
罪
被
害
者

支
援
の
よ
り
一
層
の
充
実

（
滋
賀
県
）

•
•
 •

 •
 •

 •
•

政 府
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令
和
３
年
度
の
本
会
要
望
結
果
に
つ
い
て
、
今
号
は
社
会
文
教
委
員
会
の
要
望
結
果
を

掲
載
す
る
。※
会
長
提
出
決
議
で
扱
わ
れ
た
項
目
は
第
２
１
８
８
号・第
２
１
８
９
号
に
掲

載
の
た
め
省
略
。 不

妊
治
療 

保
険
適
用
拡
大

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会
④④

３ 年 度
要望結果

医
師
不
足
・
偏
在
対
策

医
師
不
足
・
偏
在
対
策

▽
医
師
の
地
域
偏
在
を
抜

本
的
に
解
消
す
る
仕
組
み
の

確
立
▽
診
療
科
偏
在
を
受
け
、

地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
支
援
体
制
の
確
立
―
な

ど
を
要
望
し
た
。

令
和
４
年
度
厚
生
労
働
省

予
算
で
は
、
医
師
偏
在
対
策

の
推
進
に
１4
億
円
を
確
保
し

た
。総
合
診
療
医
を
養
成・確

保
す
る
た
め
の
拠
点
整
備
な

ど
に
よ
り
、
医
師
の
地
域
偏

在
、
診
療
科
偏
在
の
解
消
を

一
層
促
進
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
４
年
度
デ
ジ
タ
ル

庁
予
算
で
は
「
医
療
の
お
仕

事
Ｋ
ｅ
ｙ
―
Ｎ
ｅ
ｔ
（
医
療

機
関
・
保
健
所
等
の
人
材
募

集
情
報
を
提
供
す
る
求
人
情

報
サ
イ
ト
）」
等
を
活
用
し

保
健
衛
生
施
策
等

保
健
衛
生
施
策
等

▽
感
染
症
指
定
医
療
機
関

等
や
コ
ロ
ナ
禍
で
経
営
状
況

が
悪
化
し
て
い
る
医
療
機
関

へ
の
支
援
▽
保
健
所
の
体
制

強
化
、
増
設
支
援
、
関
係
団

体
等
と
の
連
携
・
協
力
体
制

構
築
―
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
難
病

患
者
対
策
の
推
進
を
求
め
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
、
同
感
染
症
緊
急
包
括
支

援
交
付
金
等
に
よ
る
支
援
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
4
年
度
厚

労
省
予
算
で
は
保
健
所
等
の

機
能
強
化
に
６・４
億
円（
３

年
度
補
正
4３
億
円
）
が
確
保

さ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え

つ
つ
今
後
も
見
据
え
た
保
健

少
子
化
対
策

少
子
化
対
策

▽
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
地
方
財
政
に
影
響
を

与
え
な
い
よ
う
安
定
・
恒
久

的
な
財
源
確
保
▽
保
育
従
事

者
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支

援
や
仕
事
を
続
け
や
す
い
環

境
の
整
備
、
基
本
賃
金
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
▽
保
育
所
の

待
機
児
童
解
消
▽
不
妊
治
療

へ
の
支
援
・
保
険
適
用
▽
児

童
虐
待
防
止
対
策
―
な
ど
を

要
望
し
た
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

国
民
健
康
保
険
制
度

国
民
健
康
保
険
制
度

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
収
入
が
減

少
し
た
被
保
険
者
の
保
険
料

（
税
）減
免
に
対
す
る
財
政
支

援
は
保
険
料（
税
）減
免
総
額

の
全
部
に
つ
い
て
実
施
し
、

自
治
体
の
財
政
負
担
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
▽
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
窓
口

負
担
に
お
け
る
２
割
負
担
の

導
入
に
当
た
っ
て
の
国
民
へ

の
周
知
―
な
ど
を
要
望
し
た
。

３
年
度
厚
労
省
補
正
予
算

で
は
、
国
民
健
康
保
険
・
介

護
保
険
等
へ
の
財
政
支
援
に

２
７
３
億
円
が
確
保
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
一
定
程
度
収
入

自
治
体
病
院
へ
の

自
治
体
病
院
へ
の

財
政
措
置
等

財
政
措
置
等

▽
自
治
体
病
院
の
経
営
基

盤
安
定
の
た
め
の
地
方
交
付

税
措
置
等
の
拡
充
強
化
、
診

療
体
制
を
強
化
す
る
支
援
策

▽
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

再
編
統
合
を
前
提
と
し
な
い

地
域
医
療
の
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
の
検
討
―
な
ど
を
要

望
し
た
。

総
務
省
は
４
年
３
月
、「
持

続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体

制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立

病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
た
。
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
各
自

治
体
に
対
し
「
公
立
病
院
経

営
強
化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を

要
請
し
た
。
ま
た
、
同
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
公
立
病
院
の
経

営
強
化
推
進
の
た
め
の
地
方

財
政
措
置
を
拡
充
・
延
長
す

る
と
し
た
。

所
の
体
制
整
備
が
推
進
さ
れ

る
。難

病
患
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
難
病
患
者
の
社
会
参
加

と
難
病
に
対
す
る
国
民
の
理

解
の
促
進
の
た
め
の
施
策
の

充
実
に
１２
億
円
を
確
保
し
、

難
病
患
者
が
社
会
参
加
し
や

す
い
環
境
の
整
備
を
図
る
。

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

４
年
度
厚
労
省
予
算
で
は
、

地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向

け
た
病
床
の
機
能
ま
た
は
病

床
数
の
変
更
に
関
す
る
事
業

に
１
９
５
億
円
、
地
域
医
療

構
想
の
実
現
に
向
け
た
医
療

機
能
分
化
・
連
携
支
援
事
業

に
１・６8
億
円
、
入
院・外
来

機
能
の
分
化
・
連
携
推
進
等

に
向
け
た
デ
ー
タ
収
集
・
分

析
に
３
・
６7
億
円
が
そ
れ
ぞ

れ
確
保
さ
れ
た
。

た
医
療
人
材
の
確
保
に
０
・

7３
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

診
療
科
偏
在
に
つ
い
て
は
、

4
年
度
厚
労
省
予
算
で
小

児
・
周
産
期
医
療
体
制
の
確

保
に
７・３
億
円
が
確
保
さ

れ
、
地
域
で
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
医
療

提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た

め
の
支
援
が
行
わ
れ
る
。

が
減
少
し
た
被
保
険
者
に
対

し
て
国
民
健
康
保
険
料
・
介

護
保
険
料
等
の
減
免
を
行
っ

た
市
町
村
等
を
対
象
に
財
政

支
援
が
行
わ
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
厚
労
省
は
、
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
者
の
窓
口

負
担
割
合
が
4
年
１0
月
１
日

か
ら
２
割
に
な
る
こ
と
や
判

定
基
準
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
発
行
で
周
知
を
図
る
。
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文

教

施

策

文

教

施

策

教
職
員
の
人
材
確
保
と
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
①
教
職

員
定
数
の
安
定
確
保
、
加
配

定
数
の
拡
充
、
財
源
の
充
実

確
保
②
専
門
ス
タ
ッ
フ
配
置

の
た
め
の
財
政
措
置
―
を
要

望
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
▽
小

学
校
３5
人
学
級
の
計
画
的
な

実
施
の
た
め
の
各
措
置
と
地

方
意
見
の
反
映
▽
学
校
給
食

費
の
無
償
化
▽
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
整
備
▽
学
校
施
設
の

老
朽
化
対
策
等
▽
い
じ
め
防

止
対
策
―
を
求
め
た
。

４
年
度
文
科
省
予
算
で
は
、

新
し
い
時
代
の
学
び
の
環
境

整
備
と
し
て
、
▽
専
門
性
を

持
っ
た
教
師
に
よ
る
小
学
校

高
学
年
の
教
科
担
任
制
推
進

▽
小
学
校
に
お
け
る
３5
人
学

級
の
計
画
的
整
備
▽
教
職
員

の
働
き
方
改
革
▽
複
雑
化
・

困
難
化
す
る
教
育
課
題
へ
の

対
応
―
な
ど
を
目
的
と
し
、

教
職
員
定
数
を
４
６
９
０
人

増
員
し
た
。

３
年
度
か
ら
５
年
計
画
で

進
め
ら
れ
て
い
る
３5
人
学
級

移
行
は
、
４
年
度
は
小
学
校

３
年
生
で
実
施
に
移
す
。
こ

れ
に
か
か
る
教
職
員
基
礎
定

数
は
３
２
９
０
人
増
え
た

（
４
６
９
０
人
の
内
数
）。　

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に

つ
い
て
は
、
４
年
度
文
科
省

予
算
で
補
習
等
の
た
め
の
指

導
員
等
派
遣
事
業
に
84
億
円

が
確
保
さ
れ
、
多
様
な
ス

タ
ッ
フ
と
教
師
の
連
携
に
よ

り
学
校
教
育
活
動
の
充
実
と

働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
と

し
て
い
る
。
中
学
校
で
の
部

活
動
指
導
員
の
配
置
支
援
事

業
に
は
１３
億
円
確
保
さ
れ
た
。

学
校
給
食
費
の
一
律
無
償

化
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

に
つ
い
て
４
年
度
文
科
省
予

算
で
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
実
現
の
た
め
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支

援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に

１0
億
円
（
３
年
度
補
正
5２
億

円
）
が
確
保
さ
れ
た
。
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
運
用
支
援
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
担
う
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
各
都
道
府
県
等
に

配
備
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
人
材
の
不
足
・
偏
在

の
解
消
な
ど
を
図
る
こ
と
で

各
自
治
体
が
自
立
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
進
め
る
た
め
の
運

営
支
援
体
制
の
構
築
を
支
援

す
る
と
し
た
。

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策

等
に
つ
い
て
は
、
４
年
度
文

科
省
予
算
で
公
立
学
校
施
設

の
整
備
に
６
８
８
億
円
（
３

年
度
補
正
１
３
１
２
億
円
）

が
確
保
さ
れ
、
計
画
的
・
効

率
的
で
持
続
的
な
教
育
施
設

整
備
が
推
進
さ
れ
る
。
ま
た
、

学
校
施
設
以
外
と
の
複
合
化

を
伴
う
改
築
、
長
寿
命
化
改

修
の
補
助
率
が
３
分
の
１
か

ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。

い
じ
め
防
止
対
策
で
は
、

４
年
度
文
科
省
予
算
で
い
じ

め
対
策
・
不
登
校
支
援
等
総

合
推
進
事
業
に
80
億
円
を
確

保
し
た
。

環
境
保
全
施
策

環
境
保
全
施
策

自
治
体
が
行
う
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
を
促

す
取
り
組
み
へ
の
支
援
強
化

な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

４
年
度
環
境
省
予
算
で
は
、

地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ

推
進
交
付
金
に
２
０
０
億
円

が
確
保
さ
れ
、
少
な
く
と
も

１
０
０
か
所
の
「
脱
炭
素
先

行
地
域
」
で
脱
炭
素
に
向
か

う
地
域
特
性
等
に
応
じ
た
先

行
的
な
取
り
組
み
や
脱
炭
素

の
基
盤
と
な
る
重
点
対
策
を

実
施
し
、
各
地
の
創
意
工
夫

を
横
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度

▽
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
（
介
護
分
）
の
配
分

に
当
た
っ
て
地
方
自
治
体
の

意
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に

将
来
に
わ
た
る
財
源
確
保
▽

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付

金
、
介
護
保
険
保
険
者
努
力

支
援
交
付
金
の
評
価
へ
の
地

域
の
実
情
の
反
映
、
判
断
基

準
明
確
化
―
な
ど
を
求
め
た
。

４
年
度
厚
労
省
予
算
で
は
、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
（
介
護
分
）
に
８
２
４
億

円
を
確
保
し
、
介
護
施
設
等

の
整
備
の
ほ
か
、
介
護
人
材

の
確
保
に
向
け
て
必
要
な
事

業
を
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
、
介
護
保
険
保
険
者
努

力
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

４
年
度
厚
労
省
予
算
で
そ
れ

ぞ
れ
２
０
０
億
円
が
確
保
さ

れ
、
各
市
町
村
が
行
う
自
立

支
援
・
重
度
化
防
止
の
取
り

組
み
や
、
都
道
府
県
が
行
う

市
町
村
に
対
す
る
取
り
組
み

の
支
援
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ

評
価
指
標
の
達
成
状
況
（
評

価
指
標
の
総
合
得
点
）
に
応

じ
て
交
付
さ
れ
る
。

化
に
伴
う
地
方
負
担
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
地
方
交
付

税
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

保
育
従
事
者
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
は
、
３
年
度
厚
労

省
補
正
予
算
で
保
育
士
等
処

遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金

８
９
９
億
円
が
確
保
さ
れ
た
。

保
育
士・幼
稚
園
教
諭・保
育

教
諭
な
ど
の
収
入
を
３
％
程

度
引
き
上
げ
る
た
め
の
措
置

を
4
年
２
月
か
ら
前
倒
し
で

実
施
す
る
た
め
、
必
要
な
経

費
が
市
町
村
等
に
交
付
さ
れ

る
。保

育
所
の
待
機
児
童
解
消

に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
の

４
年
度
、
３
年
度
補
正
予

算
で
保
育
の
受
け
皿
整
備
・

保
育
人
材
の
確
保
等
に
計

１
６
４
０
億
円
を
確
保
し
、

保
育
所
等
の
整
備
推
進
と
と

も
に
保
育
士
・
保
育
の
現
場

の
魅
力
発
信
や
保
育
士
の
業

務
負
担
軽
減
等
を
実
施
す
る

と
し
た
。

不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、

４
年
４
月
か
ら
保
険
適
用
と

な
り
、
4
年
度
厚
労
省
予
算

で
は
１
４
５
億
円
を
確
保
し
、

有
効
で
安
全
な
不
妊
治
療
を

受
け
ら
れ
る
適
切
な
医
療
の

評
価
を
実
施
す
る
と
し
た
。

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
４
年
度
厚
労
省
予
算

で
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化

や
市
町
村
の
取
り
組
み
の
充

実
な
ど
が
支
援
さ
れ
る
。
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内閣府内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

は
4
月
１２
日
、
政
治
分
野
で

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修

教
材
を
作
成
し
、
都
道
府
県
、

市
、
町
村
議
会
議
長
宛
に
通

知
し
た
。
教
材
を
積
極
的
に

活
用
し
て
の
研
修
実
施
を
求

め
て
い
る
。

「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
昨
年
６
月
に
議

員
立
法
に
よ
り
改
正
さ
れ
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
資
す

る
研
修
の
実
施
に
関
す
る
規

定
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
内

閣
府
は
昨
年
１0
月
１4
日
～
１１

月
１4
日
に
、
地
方
議
会
議
員

を
対
象
と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
被
害
投
稿
サ
イ
ト
を
開

設
。
サ
イ
ト
に
は
議
員
活
動

や
選
挙
活
動
中
に
、
議
員
自

身
が
実
際
に
受
け
た
り
、
見

聞
き
し
た
り
し
た
体
験
談

１
３
２
４
件
が
寄
せ
ら
れ
た
。

男
女
共
同
参
画
局
は
こ
れ
ら

を
基
に
「
有
権
者
か
ら
の
パ

ワ
ハ
ラ
」「
議
員
か
ら
の
マ
タ

ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
」
な
ど
の

ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
動
画

教
材
を
作
成
し
た
。

教
材
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

行
為
を
動
画
や
文
字
で
示
す

だ
け
で
な
く
、
動
機
や
人
間

関
係
の
背
景
に
つ
い
て
も
記

し
、
問
題
点
を
解
説
し
た
つ

く
り
と
な
っ
て
い
る
。

ハラスメント防止研修教材から（内閣府提供）

スマートフォン対応スマートフォン対応

【全体版】政治分野におけるハラスメント防止研修教材

https://youtu.be/PjLN17TKmwY

内閣府
男女共同参画局 

公式 YouTube

動画教材は、内閣府男女共同参
画局公式ユーチューブチャンネ
ルで視聴可能

内
閣
府
が
地
方
議

会
議
員
約
１
万
人
を

対
象
に
令
和
２
年
度

に
実
施
し
た
調
査
に

よ
る
と
、
議
員
活
動

や
選
挙
活
動
中
に
有

権
者
や
支
援
者
、
他

の
議
員
等
か
ら
性
別

ま
た
は
暴
力
的
な
言

葉
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
、

性
別
に
基
づ
く
侮
辱

的
な
態
度
や
発
言
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
メ
ー
ル
等
に
よ
る

嫌
が
ら
せ
な
ど
の
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
」
と
の
回
答
が
全
体

の
4２・３
％
（
男
性
３２・５
％
、

女
性
57・６
％
）
を
占
め
た
。

野
田
聖
子
内
閣
府
特
命

（
男
女
共
同
参
画
）
担
当
大

臣
は
4
月
１２
日
の
会
見
で

「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
を
進
め
る
う
え
で

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
は
喫

緊
の
課
題
」
と
述
べ
た
。

ハラスメント防止 喫緊の課題
男女共同参画の推進

新
庁
舎
落
成宇部市役所新庁舎

（写真提供＝宇部市）
議場
（同左）

▽
宇
部
市
（
山
口
県
）

〒
７
５
５
―
８
６
０
１

宇
部
市
常
盤
町
１
―
７
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
５
階
。
市

民
と
つ
な
が
る
「
市
民
に
開

か
れ
た
議
会
」を
目
指
し
、議

場
は
机
や
椅
子
を
収
納
し
て

ホ
ー
ル
な
ど
の
多
目
的
使
用

が
可
能
な
構
造
と
な
っ
て
い

る
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
津	
小
野
欽
市（
２・１5
）

▽
南
丹	
前
田
義
明（
２・２１
）

▽
奥
州	

菅
原
由
和（
３・２8
）

▽
東
海	

加
藤
菊
信（
4・１２
）

▽
逗
子	　
菊
池
俊
一（
4・１３
）

▽
阿
波	

笠
井
一
司（
4・１３
）

▽
伊
賀	

近
森
正
利（
4・１4
）

▽
郡
上	

田
代
は
つ
江（
4・１5
）

▽
北
秋
田	

堀
部　
壽（
4・１8
）

▽
大
田（
島
根
）　
小
林　
太

	

（
4・２0
）

▼
副
議
長

▽
南
丹	

山
下
秋
則（
２・２１
）

▽
奥
州	

加
藤　
清（
３・２8
）

▽
東
海	

佐
藤
友
昭（
4・１２
）

▽
逗
子	

橋
爪
明
子（
4・１３
）

▽
阿
波	

坂
東
重
夫（
4・１３
）

▽
伊
賀	

西
口
和
成（
4・１4
）

▽
郡
上	

美
谷
添
生（
4・１5
）

▽
北
秋
田	

中
嶋
洋
子（
4・１8
）

▽
大
田（
島
根
）　
塩
谷
裕
志

	

（
4・２0
）

▼
事
務
局
長

▽
塩
竈	

相
澤
和
広（
4・１
）

▽
能
代	

菊
池
和
臣（
4・１
）

▽
伊
達	

橘
内
重
康（
4・１
）

▽
本
宮	

国
分
孝
寿（
4・１
）

▽
新
潟	

塚
原　
進（
4・１
）

▽
妙
高	

阿
部
光
洋（
4・１
）

▽
富
山	

渡
辺
康
裕（
4・１
）

▽
港	

加
茂
信
行（
4・１
）

▽
山
梨	

鶴
田
栄
輔（
4・１
）

▽
和
光	

松
戸
克
彦（
4・１
）

▽
市
川	

松
丸
多
一（
4・１
）

▽
鎌
ケ
谷	

桂
本
弘
明（
4・１
）

▽
四
街
道	

森
田
智
裕（
4・１
）

▽
印
西	

吉
岡
哲
男（
4・１
）

▽
富
里	

高
橋
正
浩（
4・１
）

▽
い
す
み	

峯
岸
良
行（
4・１
）

▽
藤
枝	

安
達
剛
正（
4・１
）

▽
み
よ
し	

城
千
穂
子（
4・１
）

▽
津	
前
田　
達（
4・１
）

▽
伊
賀	
福
森　
靖（
4・１
）

▽
南
丹	
森　
康
高（
4・１
）

▽
五
條	

西
峯
久
美（
4・１
）

▽
生
駒	

岡
田　
敬（
4・１
）

▽
境
港	

出
木
茂
樹（
4・１
）

▽
大
田（
島
根
）　
川
上
浩
史

	

（
4・１
）

▽
安
来	

前
田
康
博（
4・１
）

▽
岡
山	

池
田
経
二（
4・１
）

▽
笠
岡	

塚
本
真
一（
4・１
）

▽
尾
道	

渡
邉
千
芳（
4・１
）

▽
光	

小
田
哲
之（
4・１
）

▽
長
門	

岡
田
年
生（
4・１
）

▽
山
陽
小
野
田　
河
口
修
司

	

（
4・１
）

▽
東
温	

田
中
聡
司（
4・１
）

▽
糸
島	

大
神
哲
広（
4・１
）

▽
八
代	

遠
山
光
徳（
4・１
）

▽
延
岡	

粟
田
哲
郎（
4・１
）

▽
鹿
屋	

前
原
浩
幸（
4・１
）

▽
豊
見
城	

金
城　
悟（
4・１
）

政
治
分
野
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
へ

政
治
分
野
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
へ

研
修
教
材

研
修
教
材「
積
極
的
な
活
用
を
」

「
積
極
的
な
活
用
を
」


